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３４ 

〔例〕 

「＄ｙｙｙｙ－＄ｍｍｍ－＄ｄｄ ＄ｈｈ－＄ｎｎ－＄ｓｓ．ＰＮＧ」と指定すると、 

「２００５－Ｆｅｂ－０３ ２３－０８－１５．ＰＮＧ」というファイルが作成される。 

・・・・ＣＯＰＹ＜ＣＯＰＹ＜ＣＯＰＹ＜ＣＯＰＹ＜ファイルファイルファイルファイル名名名名＞＞＞＞    

指定したファイルをコピーします。ファイル名にフォルダー名が含まれない場合、「￥ＵＩ－ＶＩＥＷ３２」フォルダーの中をさがしま

す。 

・・・・ＥＸＩＴＥＸＩＴＥＸＩＴＥＸＩＴ   

ＵＩ－ＶＩＥＷ３２の終了。 

・・・・ＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴＲＥＳＴＡＲＴ  

ＵＩ－ＶＩＥＷ３２の再起動。 

・・・・ＲＵＮ＜ＲＵＮ＜ＲＵＮ＜ＲＵＮ＜プログラムプログラムプログラムプログラム名名名名＞＞＞＞   

＜プログラム＞の起動。 ＜例＞ 「ＲＵＮ Ｃ：￥ＲＩＧ￥ＦＲＥＱ．ＥＸＥ 」 

・・・・ＳＮＡＰＳＨＯＴ＜ＳＮＡＰＳＨＯＴ＜ＳＮＡＰＳＨＯＴ＜ＳＮＡＰＳＨＯＴ＜数数数数＞＞＞＞   

最低＜数＞局が「Ｓｔａｔｉｏｎ Ｌｉｓｔ」に存在したなら、 「Ｓｔａｔｉｏｎ Ｌｉｓｔ」の「Ｓｎａｐ Ｓｈｏｔ」を保存します。（［Ｍａｉｎ Ｓｃｒｅｅｎ］→［Ｓｔａｔ

ｉｏｎ］→［Ｓｎａｐ］の機能。） 

もし＜数＞の記述が無い場合は、設定したスケジュールのタイミングで「スナップショット」が常に保存されます。  

・・・・ＷＸ＿ＩＮＴＥＲＶＡＬ＜ＷＸ＿ＩＮＴＥＲＶＡＬ＜ＷＸ＿ＩＮＴＥＲＶＡＬ＜ＷＸ＿ＩＮＴＥＲＶＡＬ＜分分分分＞＞＞＞   

ＷＸビーコンの送信間隔を＜分＞に設定します。このスケジュール設定は保存されませんので、ＵＩ－ＶＩＥＷ３２を再起動した場

合にはキャンセルされ、［Ｍａｉｎ Ｓｃｒｅｅｎ］→［Ｓｅｔｕｐ］→［ＷＸ Ｓｔａｔｉｏｎ Ｓｅｔｕｐ］で設定した発信間隔にもどります。 

１１１１１１１１－－－－４４４４．．．．ＤｏｗｎＬｏａｄＤｏｗｎＬｏａｄＤｏｗｎＬｏａｄＤｏｗｎＬｏａｄ    ＡＰＲＳＡＰＲＳＡＰＲＳＡＰＲＳ    ＳｅｖｅｒＳｅｖｅｒＳｅｖｅｒＳｅｖｅｒ    ＬｉｓｔＬｉｓｔＬｉｓｔＬｉｓｔ    ＜図７３＞    

このユーティリティーによりインターネットサイトから最新のＡＰＲＳ－ＩＳのリス

トをダウンロードすることができます。 

貴局がダウンロードしたリストは自動的にＵＩ－ＶＩＥＷ３２の「ＡＰＲＳ Ｓｅｒｖｅｒ 

Ｓｅｔｕｐ」設定項に反映されます。また、「￥ＵＩ－ＶＩＥＷ３２￥Ｔｅｘｔ￥ＡＰＲＳ

ｅｒｖｅ．ｔｘｔ」に保存されます。（編集可能です。） 

〔〔〔〔参考参考参考参考〕〕〕〕    

このユーティリティーを使用するとＵＩ－ＶＩＥＷ３２「ＡＰＲＳ Ｓｅｒｖｅｒ Ｓｅｔｕ

ｐ」の現存のサーバーリストは書き換えられてしまいますので注意してくださ

い。 

１１１１１１１１－－－－５５５５．．．．Ｈｉｓｔｏｒｙ／ＴｒｌｅｍｅｔｒｙＨｉｓｔｏｒｙ／ＴｒｌｅｍｅｔｒｙＨｉｓｔｏｒｙ／ＴｒｌｅｍｅｔｒｙＨｉｓｔｏｒｙ／Ｔｒｌｅｍｅｔｒｙ    ＜図７４＞    

指定した局が発信したＡＰＲＳパケットの「Ｈｉｓｔｏｒｙ（履歴）」を記録できます。「￥ＵＩ－ＶＩＥＷ３２￥Ｈｉｓｔｏｒｙ Ｌｉｓｔｓ」フォルダにコー

ルサイン毎に記録ファイルが作成され、保存されます。 

また、指定局が発信するテレメトリーパケットを「Ｔｅｌｅｍｅｔｒｙ（テレメトリーデータ）」として記録できます。 

これらの内容は複数の局に対して機能します。そしてその記録内容は、局毎にウインドウ表示させることができます。    

【Ｎｅｗ】 ＜図７５＞ 

履歴を記録する局のコールサインを指定します。 

＜図７３:Ｄｏｗｎｌｏａｄ ＡＰＲＳ Ｓｅｒｖｅｒ Ｌｉｓｔ＞ 


